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廈
門
王
爺
祭
り
の
展
示
に
つ
い
て

邢
　
　
　
継
　
萱

は
じ
め
に

　
王
爺
信
仰
は
、
中
国
の
文
化
資
産
と
し
て
、
民
間
信
仰
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
る
。
特
に
、
中
国
東
南
部
地
域
で
は
、
王
爺
信
仰
が
「
風
靡
し
て
い
る
」

と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
盛
ん
で
あ
る
。
王
爺
信
仰
を
中
心
と
す
る
祭
祀
は
、「
王
爺

祭
」
と
称
さ
れ
、
祭
祀
を
行
う
時
、
と
り
わ
け
王
爺
祭
り
の
最
後
、
す
な
わ
ち
、
祭

祀
の
最
高
潮
と
さ
れ
る
「
焼
王
船
」
と
い
う
祭
祀
活
動
に
参
加
す
る
数
多
く
の
人
々

は
、
本
土
の
信
者
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
姿
も
見
ら
れ
る
。「
王

船
」
は
、
災
害
や
疫
病
を
退
散
さ
せ
る
た
め
の
王
爺
祭
祀
に
不
可
欠
な
法
具
で
あ
る

と
い
う
。
し
か
し
、
王
船
の
建
造
過
程
に
お
い
て
は
、
細
部
と
素
材
の
関
わ
り
や
禁

忌
が
多
く
あ
る
た
め
、
王
船
の
文
化
価
値
と
各
部
分
の
意
味
を
完
全
に
理
解
す
る
の

は
、
一
般
民
衆
や
信
者
に
と
っ
て
決
し
て
簡
単
と
は
い
え
な
い
。

　
廈
港
海
洋
歴
史
文
化
展
示
廳
で
展
示
さ
れ
て
い
る
当
地
の
文
化
は
、
海
に
関
わ
る

人
間
活
動
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
。
博
物
館
は
文
化
展
示
に
関
わ
る
場
所
と
し
て
、

大
衆
に
過
去
の
歴
史
を
語
り
、
過
去
の
歴
史
の
沿
革
や
生
活
情
況
を
展
示
す
る
。
文

化
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
歴
史
認
識
を
説
明
す
る
た
め
、
博
物
館
展
示
に
お
い
て

は
、
地
域
活
動
と
博
物
館
の
関
係
性
は
重
要
で
あ
る
。
学
校
教
育
と
は
異
な
っ
た
社

会
教
育
施
設
と
し
て
の
教
育
現
場
と
考
え
ら
れ
る
博
物
館
の
価
値
を
、
ど
の
よ
う
に

来
館
者
に
伝
え
る
か
は
、
博
物
館
展
示
の
重
要
な
出
発
点
で
も
あ
る
。「
文
化
」
と
い

う
抽
象
的
な
概
念
・
内
容
を
具
体
化
す
る
展
示
を
通
じ
て
、
観
客
に
「
文
化
」
を
広

く
体
験
さ
せ
る
た
め
、
博
物
館
で
展
示
さ
れ
る
「
文
化
」
に
は
、
人
間
と
地
域
関
係
、

社
会
文
化
、
文
化
現
象
、
歴
史
的
経
験
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
王
爺
祭
に
つ
い
て

疫
病
を
退
散
す
る
た
め
に
祭
祀
で
神
霊
の
交
通
道
具
と
使
わ
れ
る
王
船
の
造
形
は
、

歴
史
の
洗
礼
を
受
け
て
古
代
船
の
特
徴
を
保
有
し
て
お
り
、
当
地
の
海
洋
文
化
の
特

色
を
反
映
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
王
爺
祭
り
の
博
物
館
展
示
で
は
宗
教
信
仰
の
内
容
の

ほ
か
に
、
伝
統
的
な
民
俗
芸
術
や
儀
式
用
品
の
歴
史
と
伝
承
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
内

容
に
よ
っ
て
民
衆
生
活
の
典
型
的
な
文
化
的
特
色
が
含
ま
れ
て
い
る
。

廈
港
海
洋
歴
史
文
化
展
示
廳
に
つ
い
て

　
廈
港
海
洋
歴
史
文
化
展
示
廳
は
地
方
文
体
局
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
主
に
当
地
の

民
間
信
仰
文
化
を
展
示
し
て
い
る
。
展
示
場
で
は
、
実
物
の
資
料
や
写
真
の
展
示
が

約
2
0
0
点
あ
り
、
12
個
の
大
き
な
「
王
爺
祭
」
の
解
説
板
が
構
成
さ
れ
て
い
る
（
写

真
1
）。

　
館
内
で
は
、
王
爺
信
仰
の
発
展
源
流
を
巡
っ
て
、
王
爺
信
仰
と
関
連
す
る
文
献
と

写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
展
示
場
で
は
、
王
爺
祭
り
で
使
用
さ
れ
る
器
具
、
書
物
、

衣
類
、
日
用
品
、
炊
事
用
具
、
食
物
や
そ
の
他
小
物
な
ど
の
儀
式
用
品
が
み
ら
れ
る

（
写
真
2
）。
こ
の
よ
う
な
静
態
的
展
示
を
通
じ
て
、
図
と
文
の
解
説
に
合
わ
せ
、
王

爺
祭
の
儀
式
で
出
現
し
た
民
俗
芸
術
と
知
識
を
観
客
へ
紹
介
し
て
い
る
。

　
展
示
項
目
は
、
王
爺
祭
り
を
中
心
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
色
の
違
い
や
バ
ッ
ク
の

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
ど
で
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
展
示
は
、
写
真
や
文
字
説
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明
が
す
べ
て
12
個
の
解
説
板
の
中
に
盛

り
込
ま
れ
て
簡
潔
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
パ
ネ
ル
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
厳
選
さ
れ
整
理
さ
れ
て
い

る
。
来
館
者
は
、
自
分
の
興
味
関
心
に

応
じ
て
、
展
示
の
内
容
を
容
易
に
読
み
、

理
解
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
中
央
展
示
場
で
は
大
き
な
王
船
模
型

が
設
置
さ
れ
て
い
る
（
写
真
3
、
4
）。

こ
の
王
船
は
長
さ
10
・
58
メ
ー
ト
ル
で
、

福
建
省
南
部
で
最
大
の
観
賞
用
船
で
あ

る
。
こ
の
王
船
の
特
色
が
船
の
全
身
に

飾
れ
る
民
俗
的
色
絵
で
あ
り
、
各
細
部

に
描
か
れ
る
色
絵
へ
の
こ
だ
わ
り
と
、

王
船
の
帆
柱
、
船
体
、
船
尾
、
船
室
、

さ
ら
に
王
船
に
載
せ
ら
れ
る
物
品
に
も

意
義
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
観
賞

用
王
船
」
に
対
す
る
解
説
が
簡
単
な
文

字
説
明
の
み
で
あ
る
こ
と
が
少
々
残
念

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
展
示
場
の
向
こ
う
側
で
は
往
年
の
神

亊
を
行
う
港
湾
―
沙
波
尾
の
歴
史
を
展

示
し
て
い
る
（
写
真
5
、
6
）。
展
示
廳

が
長
期
に
収
集
保
存
し
て
い
る
沙
波

尾
と
関
連
す
る
文
物
と
写
真
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
静
態
的
な
展
示
方
式

で
展
示
場
の
壁
に
は
、
送
王
船
の
民

族
活
動
、
一
九
七
〇
年
代
廈
門
港
の

ア
メ
リ
カ
軍
艦
、
廈
門
の
港
湾
図
、

龍
舟
競
漕
な
ど
、
当
地
に
関
わ
ら
ず

古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
様
々
な
展
示

品
と
写
真
を
揃
え
て
い
る
。
し
か
し
、

一
部
分
の
写
真
の
説
明
札
で
は
単
に

写
真
の
タ
イ
ト
ル
を
書
い
て
い
る
だ

写真 1　王爺祭の解説板

写真 3　観賞用王船

写真 2　儀式用品

写真 4　王船細部の様子
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四
五

け
で
、
一
般
人
に
と
っ
て
こ
の
よ
う

な
解
説
は
簡
単
す
ぎ
て
、
詳
し
い
内

容
を
理
解
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
館
内
の
展
示
は
、
王
船
に
乗
せ
る

生
活
用
品
、
食
べ
物
、
文
房
具
な
ど

が
並
べ
ら
れ
て
遠
く
か
ら
見
て
も
目

立
つ
の
で
、「
実
体
の
船
」
と
、
観
客

た
ち
が
必
ず
近
く
ま
で
や
っ
て
く
る
。

一
方
、
館
内
の
向
こ
う
側
の
写
真
は
、

残
念
な
が
ら
注
目
度
が
低
か
っ
た
。

こ
の
状
況
は
改
善
が
必
要
な
部
分
と

考
え
る
。

お
わ
り
に

　
文
化
と
は
、
人
間
社
会
の
な
か
で

生
ま
れ
、
発
展
す
る
も
の
で
あ
る
。

王
爺
祭
り
は
中
国
東
南
地
域
で
生
ま

れ
た
一
つ
の
特
別
な
信
仰
文
化
で
あ

る
。
廈
港
海
洋
歴
史
文
化
展
示
廳

は
、
沙
波
尾
の
地
方
特
色
を
示
し
、

地
域
の
信
仰
を
中
心
に
展
示
し
て
い

る
。

　
沙
波
尾
王
爺
祭
り
に
関
わ
る
写
真
と
実
物
の
展
覧
を
通
し
て
、
歴
史
と
技
術
か
ら

祭
り
の
発
展
経
緯
を
図
解
し
て
い
る
。
展
示
内
容
は
、
沙
波
尾
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、

こ
の
地
区
に
つ
い
て
の
発
展
を
含
め
、
当
地
の
生
活
に
基
づ
い
て
忠
実
に
再
現
さ
れ

た
。
王
爺
祭
り
の
主
た
る
展
示
目
的
は
、
王
船
の
実
物
に
限
ら
ず
、
さ
ら
に
こ
の
よ

う
な
一
般
民
衆
に
注
目
さ
れ
て
い
な
い
儀
礼
事
項
と
儀
礼
の
意
味
を
観
客
へ
伝
え
る

こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
展
示
は
、
王
船
の
模
型
や
王
爺
祭
祀
の
画
像
資
料
な
ど

の
王
船
に
か
か
わ
る
実
物
を
巡
っ
て
行
わ
れ
る
。
だ
が
、
民
俗
信
仰
文
化
の
特
殊
性

を
も
つ
王
爺
祭
祀
の
展
示
に
と
っ
て
は
、
民
衆
が
参
加
で
き
な
い
「
焼
王
船
」
前
の

事
前
作
業
と
儀
礼
実
践
は
、
王
船
展
示
の
欠
か
せ
な
い
部
分
、
す
な
わ
ち
王
船
文
化

を
大
衆
に
普
及
す
る
た
め
開
か
れ
た
王
船
展
示
の
目
的
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
王

船
自
体
だ
け
で
な
く
、
祭
祀
活
動
で
不
可
欠
な
事
前
作
業
と
儀
礼
実
践
及
び
儀
礼
の

意
義
の
よ
う
な
無
形
文
化
に
つ
い
て
の
展
示
内
容
は
も
う
一
つ
の
注
意
す
べ
き
点
で

あ
る
。

　
博
物
館
で
展
示
さ
れ
る
内
容
は
、
人
間
と
地
域
関
係
、
社
会
文
化
、
文
化
現
象
、

歴
史
的
経
験
な
ど
が
含
ま
れ
、
単
に
モ
ノ
の
陳
列
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
こ
に
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
集
い
、
過
去
の
生
活
様
式
、
価
値
観
な
ど
が
か
か
わ
り
、
新
た
な
文

化
と
社
会
を
再
現
す
る
場
所
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
王
爺
祭
祀
の
儀
礼
事

項
は
過
去
よ
り
繁
雑
で
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
新
た
な
内
容
を
付
け
加
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
が
廈
港
海
洋
歴
史
文
化
展
示
廳
の
特
色
と
言
え
る

し
、
博
物
館
と
地
域
の
つ
な
が
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
博
物
館
な
ど
の

施
設
の
活
用
方
法
な
ど
、
学
ぶ
べ
き
点
が
非
常
に
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

写真 5　船に関わる展示品 写真 6　過去の祭り情景




